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　超塩基性マダでが．疑昇してくる領域が，地殻申のどのような部分にあたるかという問騒を解

決しようとす礁と，鹸初から矛矯と不馨確な事実に突き当ウてし，まう．われわれが磁々な型の

マグ岬に霞来する襟石鐙分布の法則性を本蟻に明らか瓢しよ慣　　　　　　す，この矛鷹と不明

確な事実を回避するわけ紅は疹）かない．筆轟は欝灘年秋，エ1〆バンで響なわれた火霞学の討

論会での報告を準備す贔ために，このような試みを行な9た．払かU，その当時えた結論をそ

紛後，さらに検討してみた結果，それがまちが鷲アぐい礁ことがわかつた．本稿では，この問題

の腹雑さと，それを解決するための道すじを示そうと試みた。

　まず手はじめ紅，うたがう余地のな藩そうな地質学的事実からはじめ葛ことにする，，堺、世の

火山あ為いはあ豪り古くない火出を作つた瑚グツの性質を研究してすぐにわか為ことは，超塩

基性でグでが大陸地域の古い構造申にひろく分布す燈という事実であ蕎．しかしながら，比較

的少量の超塩基性輝グ畷の産物は多数存在す導けれども，台地性玄武岩に四敵するような大懸

な岩体似騰S）は全然みられない，，嬬の典灘的な超塩基性熔融体は概してほとんど…様な性

質をもつている。　このような導蟹論麟礁を一々かぞえ上げ恐までもないが，その例として警

蓋撫魚m腿灘の熔轡原・ア7夢力のW艦黙デ箋1中の魚繭捻黒鑓隻から東の地嬢にみ海れ愚滋入

岩体・E鍛R漁の熔岩・シベ！lヤ台地北部の藏鷺1撚磯無燕畿驚1嫁地区などをあげる鉱悲が

できよう．

　比較的碧い摺曲地域内では襲これ（拙似た轍職麟蝋はほとんどみられない．ごく例外醜に〉

欝曲作用のあ歌に生じた非常に深い断裂帯にあらわれるにすぎない（この種の滋入轡体は・た

とえば鋒S濾1・（離1篤夢）1中央構造線玉幾瓢撒1灘韓撚）賦）ぢかく軽みられ，甑蘇魚毒が研

究L，ている）。

　地麟斜地域内でも，その発展の初期の段階に，趨塩基性ツグでがひろく分布するが，いずれ

も黛は少ン1姻・、これはいわゆ《きかんらん岩帯をつく恐．こ紛超塩墓性避入潜体は，はじめの型

のでグ嘩～ゴちがつて多アルカ墾にとぼしい。

　すでにでき．1蕊つてもまつた槽懸地域（豪だその／根」を完全に保存しているもの，すなわち，

その下に厚くなつた殻と厚い1’花騰岩、．i麟をもつ）では筆超塩基性1畷グではほとんどみられな

い．しかし．辱このマグ響がとくに瀦い断裂に伴なつて上欝発生す噸〉可能性は大きいものと考え

られる．したがつて，摺／l雛覆域の厚い地殻が趨塩基霞畷グマの発生をさ疲たげているかあ恐い

は，その㎜1二＝昇をくい、とめているもの蕊考えられる、，

　大洋地域では，趨塩基性でグツはごくまれ瓢しかみられない、それが比較的勢く発昆惑れて

達．・るところは，明らかに非大洋性構造概犠してい懲．すなわ塾．それは大陸起源の地域（訟藷

一一ヵ耕ド論ヤの趨撫基性繕はごれに麦ンた類轍罵す葛ものか，あるいは，島狐すなわち地陶斜

型の構造（ギ焦一一バ・ジャバ・台湾鉱忽．ベージー響ンドなどの滋入岩は蔦れにあたる〉に属す

る蚤、ののいずれかである．このような場合を除外すれぱ，糞φ大洋地域と超塩基性熔融体紛関
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係が指摘できる薪は3つだけ！かのこらない

　大欝洋の中央海嶺の麟．i二部にのるセン／・鍔！悩ル／，、逗）岩石は〔綿藁すべてダンかんらん岩あ鵜

至／涛まダンかんら煮．，二轡の葺導籍妥1曇である，こ治｝の欝一峯匙ま，擁三ギ趨斜の逢鷺騰譲憲蟹誕非アノレカ掛1盤、）岩と

対比するび）が一番や審しいがウこれらの岩体が詐常に小さいうえ／為他の慧っφ地点“ぐ1はむし

ろ台地ζ，アルカ獅l／超綜墓性岩との漢ll縁性がみとめられ篭頭1）で，これらの火成現象をどのタイ

ヅに所騰させぞかについ“明、一罫できない、建；・に㌻こ講ダンかん瞬礼燐が碧瓢まの滋入岩と同

様に，はん癖、い爆質溢入繕の分化物である欝能・／生があること顧藏慮しておく必要がある．

　賛暦搭藩鍛趨雲或に《、うラ超鱒瓢馨藻雛三曇器が蓄驚蘭．1二轍輩蕪㍑ていぞ淳也梅窯が2・ノある』れ1まタタ敏チ島と

ハワイ諸・鋳のオアツ、黍，ジ費あ難）、、タヒ華島のv〔贔鎗灘暮むα）艶p掩x紅ついては夢A・L翫α磁xα鋤

の雪灘戴があ　　、．こ勲をつくる藩窪三汗瓜　凝碧壌黛1分⇔、無ガ　　象台擁鋳）蓬鍔、、、暴韓生アノレカ夢潔曇瓢善没も3遅

いが，㌧・ろんな点から，タヒチ、蓬、7では超塩基性囎グツと玄武嶽質Ψグ畷φ混禽という，比較的

珍らUい現象をみているということも擬、！像零れ曙）．オアツ、饗の池ノルル統　（第四紀）　購灘的

な耀鎌慧基繋三治・つアノレ爵夢曇駄の産）の“あそ）〔i§工

　大陸地域続ひろく分布する玄裁懸ツグ螺は糊隣！ご大洋のツグ榊揺量とんど同一のも¢）であ

る、，1大洋底からそびえたつ火揖／、、ずはすべて，海嶺紅の～慧とんどすべての火山の場・合と同様轍，

甑賦）種めマグ畷鍵）供給を　　ナてい葛、このような地域でしぱしば発兇嬉れる薄…一シャナィト・

プンヵ製・欝イトオ、，、業び成分酌転、鷹1塩基性轡紅近縁なその飽の岩石鑑　解してはな辱ない．と

いうのは食＿れ．ら玄武岩・の！嵐星嵐基1礫分化物襲，たん紅麟ζ裁婦にイ嚇簸一4一るだけで野強く武岩1δ鮫’く絡

と糧彗乃量はとるにたりない｝か畷｝）であ脇，

　上寵のことか5）構透型と火霞の欄グツ綴成との問む『）はつきりした関係を明らかにできるとい

うこ二とオ難懸え海才も著1）こ、難／）、よう鳶湾婆覚ノ1、は，灘鍵叢し叢蓼雛諮マク臥マ椛と・く／こ、美くみぎ）該もる　壌qな津）～ち多

この種のマグッは大洋地域では，段とんどみ5）治／㌔』搬要な欝曲期やその後籔〉摺離地域に轍全

く欠除し．てい　，この種）㌣、グ“癖＝鷺つの型に馨：分でき　　す癒わち，綬地や非常にまれな場

禽とし．て古期の摺，！酵馨運海嶺地域裟発燃／岬るアルカジ性のもの」b地海斜地域に発遠す讐麟三ア

ルカ掛性のものとであ罫、海嶺地域（舷ント選一ル）に非アルカ掛縫㌣グでが議動る1ソどうか

は，い輝のとご、）まだ明らかでない、，玄武器質マグでがある特定の構造に所属するかどうかと

いらことは，ことにこ4）糧）Ψグ“が非常に広大な分布をと篭）ため，いまのとごろあまり明確

でない。台地，緻蜘、、墾，沈降中‘地醗斜を別、秘二縮藁、ll，玄武岩質マグでは大洋！慮1と申央海嶺に

とくに著しい，ツグツと特定の1購造条擁確型との、購工係がオかれ争鎧　ツグツの分布紅関す蕎デー

虜と噺ホ不連続瀟の位愚．を／，よじめ地託丁構造1耀難／航るヲ転タとをメ．ヒ較対照する｝とができる、、す

なわち，それ、によ　）て，でク＼躍）成ンを地球深欝1ぎに予想される成分と関連づけようという試み

ができるようになる。次富、、この問題に．藏しるこ、擦こしょ診

　一体ツグツ1．籍隠で発生するジ　Plもろう？　この質／l弓に無ける解答軟。柔，あくまでも予察的な

ものにすぎない。この聞題／、｝関連；し℃，次フ，柔うなデータは羅鰹崇溜藩いものがある．

　！）　・マグ畷の㎜無封翼，，重じ・　）地下辮驚鴇紅関一書究　1蕩接薫勺な翼也球葉勿灘乳学的／親察，。灘鞍窪1，　この種義の

デー一‘タはsゾ）諾）戯紺嚢轍瓢ついて蒋：誰三一す『る』／野ハワイ謙蕪箪罷ついては勇マグーマ　建義糞力紅瓢駅ザて発・

生した地震グ蔭轍源の深度分布の観測詑録が慧一　ξ　欝㌶年マウナー濃ア火i．継、）噴火がはじま

る前に，深さ載～群藍鷺のところ聾重慧震活勤が総録きれた．その後，火道大きな蕉断層に沿¢）

た蝋釜岩曲総蕃を嘆糞す爵調7），1こう鑓睾ll磁鐵ぞ養翼カオ縫欠舞惣こ藝篶くなり，その鑑肇さが携離筈にづ、さくなつノ豊と

き鉱熔岩の流綴が隷じ／〉ていメ，その縛の熔鑛よ，成1分的に｝慮ハツイに典型的なかんらん

写欝の少・ない二玄嘗積岩・で聾讐鋤欝露㌣には未づンイヒζ71）もので諜　．）（かメ　）ん階費、よ　v鋤継！翻輪嚢鷺r翫／　慧く）m一

榊sltiO窺紅換算した場禽だ鐘認めら衰、、る）（鴛〕，購様ぴ．）現象，3噂．9鷺年キラウ瓢ア瓢おいて観

漁il、さ。1㌻ていツ　　震i讐糞の灘讐さ尋ま豪㌣　7雛盤簸　と牽）ンう・ジひた　（ゴバノシ論慧フの言炎諜欝に，よる）。　カムヂヤ　ツ

カでは，約難○～鴨k撚の深さ鑓）ところに横波藪伝えない熔融響グ響溜が存雀する〔嚇．エトナ

地区では，地球物理学的デ…タでは，震源の深蓮はマ依凱とされてい添（ゴルシ。、讐フの談講

嚢欝一一（｛1｛鶏）



聖ホ鷺ビー艶ツチ離i魯マク』マの漁輸鋳劇巽二鯵よこメ，藻堆離糞憾三轡のタ蕾論貧こツい℃熔i擁1続ラ蘇難，獣）

によ誉y〉，、

　柔の、よ淋に艶　こ藩儀、・ら3凝麟或，ともき媛祁齢1霧絵の淺警㌔紅（屡奏燈いは！容・嬉麺、》発盗鉱掌梁，度ともいえ、虹・誓）鮮

いずれもほぽ等しく，これ琴　）数鰹賦）オーダは僑頼すそンにたるものと蒙ぎえられ．る農L．・かt〆・なが

ら弊　こ壽バしゑ＆マグマ賦）発趨爵榮獲鷺さ二舞P瞬歎卿ぞ）こと1，業できない、、な一ぜ職爵蜂ボ盤毅灘り治叢 伴峯鑑1『る、ヒいう

こと肖f本漁豊も・しろ爆ぎ奉…卦はそ澄、、より蚤、暗、）と1繋いところン》ら． 鉱凝磯、、てきたもので欝　敦y》マ（撫驚とい

う溝零さほマタ㍉マカ牝発盤鷹て∋き蕎㎜ヒ1戦とみ1気壌ヤくき『ことを・1勿1議るもので凝）難．、

　勲　地球熱藩索。縄マグ饗の発生深臓を決定し。うるデータを提供してい贔．，実際には，地，下深

所の温度計算は選　瓢さ蓑ざ』1駅で，翼在荻でのところなん藷確爽な数値L識雛、ダることはできな

い状態であるが，　あ罫騒簾：これ渉の，汁算を．｝＝りどころに・するこ、1二もできる．玉v礎1櫛Q雛糠⑫）

は董．鱒雛年象でにえられたデー一タを総合L，て，地ノ，設基底部鋸、ン撮度をSO嚢磁，曝鰍’と決定しで．《

る。彼はその潟し慶を＄（｝Q農ぞ糞警塗麦と一　　のがもつと番、妥礎蕪オεと場〆甑てレ、る．承夕そらく1大！鯵野下の業愈

殻に対してもこの碧撫嚢をとるべきで凌）ろう。さらに夢1撫1卸をふえんして肇、彰V鍵藍憩○墓燃は1地

表から約王（X）撤雛の深さヂニ）ところて鐸ま，約蓬，熱（デの潟、度μこ』な1　激ずで葵そこで；玄武岩の熔灘し

が起ぐξと結論してい駆、鷺．A．リ藷ビ隔篭ツ⑲〕は象τ大陸の下では地下蘇○駄m疏）深さで混

度は約曝○ポ，鎗Ok灘で滅，瓢（ドに達すると考えている、，これらの計算値は互い！．服賦、激つた

も＆う｝で澄〉り，　し、、ノ歌オ斎つpて，麗く鐸積岩疏辱容鯖蜂費輩淺竃箋．（N）撫磁鷺（纂ζ鴛　）、証ころオらrまじ爾）戦ご1餐叢こりう都

こと，すなわち，一雛このべた地球物理学欝データはマグマ発生．の可能一1ニニ限を翠すものに甲ll叩ぎな

いということを意味し、てい愚，、

　3）　さいごに，岩鞍学蕃ぐ地球物鰯　磯縛いぞんな仮定からほ発し処マ、グでの搬生深度を

董．00～2翻卿と考えてい1疏と麟議、駄当1ひ㍉，，とくに，A．N．ザバ夢ッキー〔韓は．董、灘撒

という深審が，この過程の生じ、る再能1生が戴曝蕎い深さ『　る～二考瓦ている。彼は，．カムチャ

ソカ，千、蠕列、1），ノ奪、ゆ下の深発地震帯の平」．夢櫨をその1算む基礎、』してい≧熱、、

　このよ櫨二，いるんな方灘は吟てえら恥た知識は，いずオ1，為斐瞠に近似した，対比し、やすい

値を示しており，　したがつて，　さした．範危険もなくマグでの発生地帯砂1凄丁能深臓を欝○～鱒幾

k鷺1とすることがで継る。　し孝勢しな蜂ら，　このよ・　1び題¢）薄牟決1のし渉ヅこは摯さらに新煮〆い1曝

題を提起す恐ことにな恐、，すなわ禽，地殻がとく紅厚く，造構運．動がとく穫はげしい癒域を別

に｝すゼ）と，P少なく滋も襲（｝タ6とい誘一マ、グーの大1薙箏垂ン蟄答簸璽の1薫慧磯岩，こよ・．て二し　ーら津ゼぐい斎撫

いう事実であ愁．したがつて，われオれはひで，どのようにして地下“深所で玄武岩が熔覇蜂1す

る灘．一いっことについて弁明講誌ざ鵜をえなくなつてくる．，

　おそらく大部分の地質学考に、虹つてうけ入れられ脇ぐい路鹸も灘純な推定は，犀力の低下に．試

つて（とくに，深部断繋が生じたさい靴〉地下深部を縫撃1表；｛〆てい櫛！葛温の；茎、武岩質；轡体が熔融

して，玄武岩質響グ畷を生ド／　とい・済ことであ添、，し＞しながら，このような単純なみかたは

地球物灘学者の側から12　影い反ばくにあつている。あきらかに玄武轡の熔融が可能な冶、さは

地殻疑）厚さをは　かに超えている。大陸においては，その直接的な観測ヂータ鱗○一？蓼繰鶏が

示すかぎりでは，こ　深・さは地殻▽，）厚さの薫，§一鷺，鯵倍にすぎず，あま！）際立静ひたも疏1）ではな

い辞　しーかしながら，；大洋の場含紅は，　こ津玩葵もつと謡　　萄りしてい難、、壌岬なわち，　「玄武岩鼎1

層の厚さは，海盆では憩k瓢にも遠しないし，中央海嶺の下では3駄瓢になるが，熔岩ぜ）患醗

する深さは難○一7駄m以浅ではありえないし，おそ疹く繋それ、、！騎）もは盗かに深い偏灘yえられ，

るからである，、1二のようなデータを比較対照してゆくと，必然約に一体どぴ，）、｝ぴ）な腰が嚇ホ不

連続画に、よつて分離されているか、という疑醐をとりあげざるをえなくなつてく難、

　地質学者の立場から，最も単純な玄裁轡の灘接熔融ということ徹f想定し．てみ・ぞ）と少なくとも

大洋底では曇ホ不連続面もゲドに玄武轡質岩体があ蔦、というご二とを，，、馨めざるをえなくな蕎，した

がつて，鵜こで轍少なく気董欝駄撫前後の深さまでは，掛ん）ん轡麟は存在し．獄いとし，なけ

ればならなくなる。ところが一方では，地下騎k驚以深の頚鼠郵）と瓢るになんらはつ奏弓した

境界繭が存在しないというごξニジ鰍　，このような難、さでは，玄武繕質岩体がかんらん岩質燐体

嬢箏一（轍胃）
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に漸移すると考丸ることカできる．蜘獅）下の物質の組成が窯武岩質であると考えるならば，

癒設の下／醸レきりした翻界藤一騰赤不連続懸が存在す蕎とい殻読に対する説明が必要にな

る．籠れに対し鶴烹戴岩爵ある一つの）恥態から億の状態（ガヲス質と結贔質）に移行｝噂と

考える乙ともでき貰が、この場合には，非～，yに短い区間で密度の急激な変移交f鴇起こると仮

定する必要がある、というのは，ぐ）よ・、な密度変化は飛擢的な性質をもち，地簾波のはつき

　ごく鹸近べ獅シソフ〔葡が提懸した第隷の考え方は，玄歓岩の下位すなわち董ホ不連続瀟の

下に榴輝岩質轡体解擁を想定すξ涜とである．すなわち，榴輝岩へ移猟、壁縄化学組成はか

わらないが，密度が薯しく増大するとい鱗．けで鄭巻。

玄武岩¢囎グツの発生に関ψる第Sの仮説は，地球物理学的な難点を隙腱す蕎ことはできる

が多轡石学的な考え》、鯵．雑化させるき鍵いがあ為　すなわち，騰率不連続礪凌縫就し．て成分が

変わるが構造は変わら数いと考える二，地下深所の物質は趨臨基性岩からなり，したがつて，

超塩基性岩体が部分的！こ熔融して，瀞．武岩がとけ出すと考えざるを得なくな護，，

　これらの翫‘繋　方のうちどれかをただちにすて懸るというわけ紅はゆかないので，その

・一つ一つ篭ぴいてい憲少し詳細に検討1、てみる必要がある。

　窟ず，ツグ㎜を玄武尉質の組成をも㌦螺体（玄武岩あるい嫁榴輝岩〉が薩接熔融して生じた

とする考えから出発することにする、さき億どものべたように，ツ魁ぐが発生する深さでは地

球嫁玄武岩質の轡体ヵらなるとレ噺考えカ／l岩石学麟の魚担を非常／こ軽減してくれる。深さ

蒲轟～驚億懸のところで嫁，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，蕎圧だけが，

熔融の唯…上¢）障餐穿！こなつているだけ紅，大ざつ鷺いい方をずれ／ミ／ζ，ツグでの発生の問題はす

べて，鑑の蕉力が低下するような条件を明1か紅／略浸と紅～醜二いえる。このような条件は

深部断裂が生ずる審いに発生ダるにちがいない、こφ種の遣構的よ道具立ては／→でに知られて

お魁　これによつて騰部醜な熔融とツグで溜り治発生する可能性が保障されて丸．）よ磐こみ瓦

蕎．この考えか紅一

　襲ずラ前にもすで縦（7）べたようにヲ遊ホ不連続麟が構遣の異なミ、　（ガヲス質と結瀦質）窯種

4）玄武岩の境界であると考え讐）ことができそ〉。さ5、タ，こ，塔グ）懸の下には急激な速度慶化はみら

れないの鳩窯武旛質岩体が超塩墓性岩体へ漸拳す1、冥二考え蓄之とができる．そのうえ簸下数

難㎞嵐の深瀞際は，地震披の伝播速度“驚しく大藩賦感）（／一なわち，モホ不連続穂の下の地

震波の速度は地裟付近のン弼㌧ん岩の密度、こ対！む銑の〃ゴ　登から，そこではすでに玄武爆

が著しく凝縮しごいる志考えゐ必要がある．

　超塩基性響グマの、1二昇は大洋地域では少なく，大陸では非常にひん繁なことは，ミニの論文の

はじめですでに指摘主、たとおりであ為、、　　　　　凱しがた述べたばかりの考え方と…致さ

せる必要がある。すなわち，大陸の下で轍かんらん轡岩体は大洋の下，好3もはるかに浅いとこ

ろにあると認めざるを粛．ない、逆うすれば，悔し　大洋底地域で，深さ欝k鍛以上，おそら

く憩毒一欝億凱に及ぶとみ鋳．る断裂が玄蹴岩の熔融域こ達し、売だけで，まだかんらん堵層に

ぶつかつていないとをれば．大陸の下では隅じ深さ轟断裂が超塩基性岩の熔融繍コ、ばしば達

してい掃都柔なる（大陸寮）断裂が大洋の耀驚較べて深いと考える根癒，はない）．

　この歎う／こ曝てくると，大陸と大洋の下の態球外殻事（轍践｝撚漁繍）拶）上騰部の構造上の相

違はふつ詳考えられ“薦・／二！瑳、はるかに大ぎいとみなさざるをえなくなる、。コ）ような推定

1こ立てぱ，大洋下では，でグ穿が発生したり滋入が趨こつ謙冨／｝／プ活発な外殻部はすべて，単

“の鼠武轡麟からなり，それがたんに超塩基性轡乾漸移するに／哺ぎないという甑とになる。大

陸の下ではこれと異な軌！外殻部は1“花繊岩」・玄武岩・かんらん岩び3麟からなつている。し

たがつて，大陸下の外没部は分化性を，大洋底のそれは均一一趨三をもつといえよう、、ミ講賃．紅応じ

て，大陸から難大な沈降の産物である海洋へ移行するさい鑑どのよ門な過程紅よつて，胤の大

陸の分化性が消失し、，さら発その逆の過程鞍さ㌧・して分化が生じたか，』いう問鷺が当然提趨さ

遮4一（惑む8）



職ホ蟹嬬チッチ瀬・マグマの発生深慶および趨塩基／癒岩の分布につい瓢（平1！．1次郎訳〉

れ擦であろう。きら紅豪た，大陸の下の超塩基性轡は大洋下のものよ1）浅いところにあるとい

うこと，すなわち，ごの轡体の上隈は礫ホ不連続強が上昇す葛とこ”　慧よ下がり，逆に大陸の

下では蟻漁不連続臓に向か鴫）て上昇す『）とい鯨誌も当癬．慮する必蟄があろう。

　ごく最近まで，この種の考えはわれわ津達、にとつてもっとも可能性が趨く，か環㌧論理的観思、

われたし，事実，瓢ドバンの討論会で筆嚢はそのように報告した〔葱鎗．ごれとちかい考えをツ

グ轟ッキー〔憩〕も蹴している．しかしながら，嬬れと類似の仮説の支持潔は深刻な函難に爽

懸当つてい階ド。そのおもなものを次紅磯べてみ鵜ζと凱1鎗。

　地震波の伝播速度に関するデータ鵜よれば，嚇ホ不連続面の下では轡痩が非醜轍高い蕊考え

ざるをえない．蕨力を加えて玄武燐の密度をいく轟ン増大させても，縦波窃）速度を婁漁k黙礁獣に

まで上げるほどその密度を増大させること捻季おそらく不欝龍であろう，，すなわち，1二れは地

殻の下限が玄武岩のある状熊から他の状態への移行に対応す篠という考え錦拶1す蕎際，障害

とな恐．甑の境界爾の薩上の速度の大ぎ瀞（約憾雛煙のからみて，この種の状懸の変化はも

つと上部の浅い蕊ころですでに完了してい瓢と考えざ蜷をえなくな孫．

　モホ不連続縢は事実上幾何学的な面紅近く，なん亮・かの厚さをもつた層ではない．そ賦）地球

物理学的性質がすべでこの胤とを示レてい《）。このよう紅，この面を境にして，よ軽高位の火

成岩体中範み辱れる既知のはつきりした境界と鐙類推からその状態¢）変化として℃はなく物質

変化として容易に説明がつくような急激な物質の交体が生じてい蒸．

　このよ5な観点からは，地殻の下の深いと鉱ろにある「グーテンベルグ／謝の説購捻難かし

いよりに思われる，，この麟は副次的なデータカ・ら地下毒○一欝（海烹／のと鵜るにグー勢ンベルダ

にょつて撫摘されたもので〔i鑓，その上下の麟に較べていくらか伝播速度がお驚鵜のが特徴

であ　．いまのところの速魔変化を鷹接瀦定することはで愚ないが，このような速魔の低下の

存在は鑑，グー一テンベルグのあとをうけて一一連¢）地球物理学鱗の支持をえてい鵜。こ二の速度低

下をいまみて蓉たような地球外殻部の構造に対す恐考え方から説明す導のは難か瓢、い、，蔦れは

穂の考えから出発して説明する方がずつと容易執ある．

　玄武鰻質燐体の直接熔融説に関して上にのべたξ財二はすべて，菰れと類似の考瓦がまつたく

うけいれがたいものではな鵡したがつてい窟すぐに論破しえない瓠撫を示籍てい鵜が，地球

物理学嚢のデータはこの説に対して容易に凝l／のぞきがたず・深刻な障害を生み出レてい導．

　玄武尉の薩接熔融説では説明闘難な…連賦鳳菰がらは黛ホ不連続面の下紀榴輝轡が存養妻憾

と考え為瀧と轍よつて，煮りのぞく蔦義ができ為、、これ紅よ噂て，胤の層申で蛾震波の速度が

著しく増大する事実の説明漁のく．しかしなが腿なお超塩蕪性岩の趨源の問題がのミ烹〉。

これを榴籍尉㌣ントル¢戸蟹ゾ分化物と島て　轡書謁こ菰は溺難であ翫この揚禽，趨塩基

性熔融体は上麟す懲が，それ，、浸二りまく榴輝轡繕体はとけもしなければ上昇もUないような条

件を探し出すのは容易なことではない。溜輝轡質の地下深部の轡体の中に裂かが生ずる場合に

は，廠ず第一に榴輝轡の熔融が鵡こ暴鳳ちがいないが，軽い成分の大部分を失なつたかんらん

襟包有物が榴輝岩の中でとけ恐かどうかはうたがわしい．もしもこのよ繍欝融が起こξ鳳憾一

れば榴輝轡の熔融も瞬時に1起こるにちがいない、その結果，火道は玄武岩質熔融体でふさがる

か，あ鵜いは趨塩基性熔融体は玄戴旛質熔融体と窟じ鯵あうであろら　いずれ紅せよ，趨オ叢謹基

監物質は純粋な形では（地殻）上部に上昇することはできないであろ・．，したがつて，榴輝岩

㌣ン1・ル説は講灘によウてすべての瞬難な問題を解決できそっにみえたが，こ二の説によ欝と必

然的にかんらん濟ツダツの出舞はまれな偶然的な翼象でにれは多少観察事実と…致す轟とこ

ろもあ《ゆ，このマ磨では地下深所で玄武岩ツグ畷と混り合つて』，玄武岩に近いものから超塩

基機辮の組成のもの窯で変化にとんだ緯成をもたねはならないという緕論紅職き“る．ギのう

え，いまレがたのべたばかも／の混禽のメカ轟ズムから必然的紅，成分．ヒ窯武巌に近いものがも

つとも多産す急という結論に達す悉で1齢％

　天然慰は凱の難の翼象はみ1、》れない．超塩基雛堀類（£轍騨蝋）》、童非常に蜘潅なグルー一プを

蕪一幡鐙）



奨憲質調　塾1響　烈　幸経　（茅県14巻　 驚　韓　　）

蹴していて，玄斌楚　移行壌るような種類虹少ない，，それどご趣，この趨塩基性岩類は1つ

のもので抽なく要餐1薫抽7試アノレカiノの薮戴蟻1壌：nを異、ご・即るン罫1黛黛1！鱗．養、腰鐙雌蓋繋襲膜：援絡撚藤惹鷲y〉　を輝ぎ

す都類縁性はあつても嫁つきりと異なξ2一筆．）グルーヅ紅分けられる、この／こう蹴物体（玄裁

岩（掃．外はつ鳳ラ異なり，アル灘り性と非アル爵レ性とに分かれ～滋と）は，おそ鎮く，榴輝・岩

説の鳳士也から韓：満足な説明を加えること1ま不可能で，蔀爽，超塩基燧三蛙麺）分矯4ヂ　　説明するこ

と抵難かしい，（こ、の仮説〉，二よ）てかんらん岩でグ哩の少蹴いことを説明できて崖），この環

グマ治豊葱薫擬港軒マグツと同疑、歪類し、、ゆう蝿、桑嚢ダ蔭し．、て藩誌騨縁轡なク卸蒲透ゴなし．、養｛血々ン，載麹のこ　磨マグーマ爵欝寺

定の構鷺と規鋼醜紅結びつく賦．）を説明することは到鷹不可能である、、要す一るに，榴輝尉ツン1・

ル説は玄武岩体からの直接的熔融よ！層まいく喜か適当なところはもつているが，やはり胴難を

碁1擢）ぞくごとは栖できないも蹉堵考え1ンれる、、

　響ンi・ノレを擢議焦博鴨る奪勢質の潔導分蓑1”葦瀬虫に僕／す噸ン《猟籔兇はづ和巽糠ツグツの・発惹転をむ㌧・きおこ壌噌過穫豊

に関する仮説と同Cよう紅，・…縄瀞るとそご）欝能性は少ないうえ紅詐常に大きな障害を生ずる

よ陣こみえる．しかしながら，も噂と、籍にの問題し観祭すると，このような目1象はあてにな

らないよ誉紀思われてくる、，部分熔融／l講／ 噸）考えをとる七，はるかに複雑な問題をとりあつ

か謬　暴ラ穿もばなら意、いうメ、、紅，縫質学的な購、溶を説携鳥、．））紅いくつか（厨章害を生ず誉）が，か

わ1）に地球物理学的なデー一タの論享賦をうけないよう紅、轡、われる、，こグ定凛馬われわれ1地質

学藩にとつてはむしろ蚕罫都禽であ擦，なぜならば，われわ嶽、にとつてほ地質学の分野において

生ずる矛盾（あるいはみせかけだけの）／諏地球物理学鋭）分野での矛矯こ較べればは猫かに蓋判断

し、錫いからである。胤の瓢　　矛酒はむしろみせオけだけのものであつ無ぐ，地質学は菟、ちろん

地球物理学的諸馨実はこの仮説駅哺有利なよ捧二さえみえ鵜。

　寮ず惑し　たつて要預愛監鮮雛講燐霧窯）また講↓縫1嚢的酸憤三（論；武岩籔暢）な茎｝体が起鍵薙謡糞惟三の響

ン1・ルから熔融する過羅の響能性そのものから検討してみ鵜ことにし，試う、本質的1こは，こ勲，

はマン1・ルの構成物質の分化作用の訂能性に関すξ問題であつて，現在この問題について雲つ

の解答をも一、）ことは，乱て蔑、樺響能であ添、分化作粥遊fほかにして・どの、褻うな方法で地殻の形

成を考嚢．護）ことができるであろう？　ツントルの容塗肇嚢に較べて地殻の容積が小さいこ、とと，こ

銘）地殻の存在幾体から更』ぐ部分熔融と熔融物質）一ヒ舞を仮定せざ疑摘、ない、、おそ吊く，地球

を構成すぞ）塩藁性の深部岩体からの熔蕪．1以外に，識球．、ヒの地殻の出現を説明できるものはない

であろう，結局，この醐懲は，玄武岩がでントルから護二けだしうるかといちこと．好）は，この

。kらな蜂蒲弦1ンう縫蝿璽蕪でも1鑓こつごい、類駆どつヌ＞というこま二である，

　鑑．董》．ビノグラー一ドア　C蓼〕は護員塚ヨ（塚輝肇窪）　）酵移｝決馨蓼藩虫（縦灘（∋呈訟麟編雛翼）　の奪養蓑験に基甲づいて妻

適当な・条件のもとで、遺こφ，』IU）な彗脅質か嫁舜さ藩勺聾～7．％の玄重氏岩・が、、けだしう稼こ、と夢／L．・たが

つで，地殻の鍛大麟厚はツン！・ル　属さの約㌘駕にな1、）うると謬気ていゐ鼎し、・かしな　1，地

球物理学藩び、，〉測定に，，1二れ，ば，現在4）地殻び．）厚さは鉱の値よりもはる｝かにノ、1・さレことンンわかつて

いる，、、もし実、地載金体」、）地穀」．）平均／謝糞ど熱k驚麺と恐と，その容積はマン1・ルの約i％をな

す1こすぎょい，大陸の地　乃場禽でヤ｝，1『ら，そ！層こ対応する響ソトルの容積の鷺駕／識．「戸かあたら

ない、，こ覇、）ような難講交の麟．誹、野ら，萎縄茎鎧のと胤ろ寮だ；嚢く講疑婦ヂ）蜂罫1轍1薪爲雛讐、騨いは／まどとおく，

し、、バたン騨つてまだ書ζ欝黛離争濤叢／謹！ナ繊一す“1璽禽旨雛、はあ三、｝こ、とに毒、1、）む

　鑑み1灘懸れた畷ク塵饗硬1㍗でン　トノレめ琶勿質から螺　ラーξ漏しヅ＝ものだとす磁董）と，　さらにい噌．鎖…檬〉の仮

定をする必要が生ず愚・，この種の購1ナ出し隷ごく限られた遮すい層内で濾なく，ツソi・ルの全

／韓に激）た鴨て鉱じこ諾）のに灘）｝騨いない、い樽想葺1こ馨．よ季　一マンノトノレの鎗・・な！）な蒲騒ンゐ綾、）鰹鞭ナ出し、

たもぜア’慶ろう，さもなけ勲．隷，綴麟i露凝冤在み占O難．るような／享さに韓1な・　鎧拠つたでε軽ろう，

上にのべたA．夢．撚ノグ饗一ド灘）数癒慰とると，農雛灘の厚さの地殻は厚さ＄○○～i，00躯螢

の畷ントルから生じたこ二鷹になる』玄武岩がい芸1ば完全に譲　〉範闘の響ンi・ルの物質力多熔け

出し／と仮定すると．この・マントノ浜．沖1慕劇昌減1『い成分の少ないより塩基性薪）岩鉢（懲鰹）

｝弊と1、／のこ審匙．恐と楽蓼♪　ら勲．る、職ヌ盤三摺疇本（く）擁鐙蓑惹羅蜜蟄ε憾S）”崩一ビノグラ心ドフ　ーよ孫と灘ン

4導一一（彗1｛））



撫ホ鐸ビチ響チ顧鞭マグマの1発生深度お、よび超慧養基・跳塊疑の分布轍ついて（書贋．鷺次寡賑蝶）

ドライ　ト　（痴雛滋r皇韓）一一一が婆7，％　）シリカを．忘くバでレ・たと仮定す嶺と，　慕96の玄武轡が分

離すると蕪．5、％のシ墾力が残ることに獄鳩、，もし，初源的なシ登力含有黛から出発する菰，

臆，銘6のシ夢力が残留することにな罫、これ以上，軽い成分の熔融は不欝能と『想像1されヤ》の

で，この岩体の中のシリカ敷の変化は小さくても，質約な変化は舜潜に本質酌なも賦）であ鵜，

しかし，上にあげた計算には，玄試岩漿の融出だけが考慮されていて，岡時に生ずるガ，スの放

出　（伽欝麟㌶勧蔦）　に注意が払われていないので，　まちがつてい≧鍵可能性もある．　このガ熟放

出がシ夢力やとけやすい物質の搬出瓢与え蕎影饗をし為のはむずかしい轍とであ贔が，1二れが

残留燐体中からシジカやとけやすい物質が除去瀞れ恐のをノご書叩けていることはうたがいのない

事実で‘細る，」

　このような場禽，本質酌には，塔～7駕の玄戴轡が分離したあとに1，凱その後の熔融を生ず恐

鷺獲力濤曳なく欝講．発惟三成チシのプく烹臨鷺失な寧）てしまつた港翼本漆饗黛孝壽ことになる。鵜のような岩・体は

密度もちが．欄い鞠に愛がいない、，噺ホ不連続磁の薩下紅こ融ような密度の轟い尉体が存在す

ることは，こよれ廉での地球物麗学的な拶鱗．びは明駒のにされていない、、でントル全体おまでは

ゆかなくてもそのかな）な部分で，ガ「スやとけやすい岩体が分離し》それが畷ン》ルを鉱えて

地嚢に向かズ上昇して磁渚いう誌は，雌軸駆勢櫛な疑だと考え瞬囑、、その，、頁ち

な場禽次のようなことが 攣え1）れる。曝敏わち撃ゆつく夢と上昇す鷺｝軽い轡漿、ガ．叢は，その

途中で鷲　かかつてふたたび欄ソトルの中にとけこみ肇非常紅ゆつくむお地殻／こ向かつて進ん

でくることができ釜｝だけでミ縮、とごろが，地殻との境界に近づくと，断裂覇数がふえ恐の、』

裂かのよ』φ葺録螂絹にわたそも澄慧勧‘結果賢畷ントノレの透過蟹三（蓄疑透性）が非’畢葦ボに増大してrい覧に

ちがいない。したが詮て，軽い熔融体やがス織下部の嚇禽よ参も早く，しかも1爺三1三1にこの舐マン

トルの部分を上．1・する編とができ，事爽上玄武岩・の成分を欠く搾．1が生ず難、，この騰は上部は黛

ホ不連続麟では“き！）と境されてい悉ズ露，下部でほ下頬ド向か．）てはな蒸、ら特定の鏡界をもた

ず，軽い揮発成分にとむΨン1・ル，こ漸移してい蕎にみがいない。

　このよう麟の存在はグ嘱歎・ベルグがの・叉てい恐地下約欝駄驚付近の速度低下に、よつて，

傍証されてい梅．鉱鼠にはな／紋らの不連続性も摺摘さ濯ギぐいない．し、たがつて」れわれは物

質窪たはそ礁）状態の漸移現象をとり、つかひているようなもので1　　もしも，鳳の速度変化

が成分の変化によつて生じてい蜜〉ものとすれば，地下欝駄驚付近紘近づくと速度が減少し，

その後深くなるとふたたび搾ぞ大す葡という推定は，地懲）下紅軽い成分に欠けた髪蟷、，．基性轡体

　　　　るれが下方の未分化）マントルに漸移してゆくという推定と、虹く一致す導，．

　いろいろな／餐餐藤渠1斐／獲の購舞こ次のよ・うな鱗三’季勢紅郵隅嚇髪ある一葦蒙がみられ、矯〉、

　（蓋〉火i、t、1学のヂー声によれば，響グでの臓、愚ゐ鍛小深度は難一難k勲で凝る，

　億）　声邸謙舞脅難！鰹熱綴～蔚一・連；のll趨薦雇雑蕎のテ夢一タ1こよれば隻響グ騨の盤∬戎麟の犠鷺懸1ま肇餐工歎》膿滋

である、き　しオ際降　この簿こそオ裳警そ胤踏浜らツタ㍉マオ鞭畿表に1藝i3雄〆アぐ、、駈雰トし。てくる，磁蟻黛であり鮮

い蜜し、がたのべたばかりの解験観、／＝れば，これが騨ン1・ルから玄裁岩質熔鵡虫体が最終的紅分離

す嘩嘉漁響審駈びあ《）ひ

　㈱　　グーテンベルグ麟一一一その芦蓼婁以深では上歩畔矯y玄武岩がでグ畷とミ，．て地穀中紅入路まえ

にまだ停滞してい恐・一一一は約欝｛｝k撫賦）深さにあ1，

　一れら難つの独立に決鎗〉られた響グマの形威1され恐騰、さ韓1，鑑の種の決笈鍵〉さいに伴なう精

度の悪さを考慮レた場合，、よく一致しぐい鷺繍いえ“。
　玄武岩と趨塩基性麟との熔融条件を此較し、。てみ鵜と，玄武轡体をこ貯醜騰前後ヂ）深さで1；柔，か

んらん石に寓む超塩基性轡（三，蓉鋳うに1鮫べては難か莚低い蓬蓋渡（案，慧○び〉で臨けることがわ

か恐〔簸），、マグ畷が生ずる深謄は㎜無詑のもの泥非懇ぼ，隔薄灘く豊し．たが鷲．）て要熔融重ゑ鷹の差はそ奪レ

輿身のなかにもあゼ遵慕鰯ミちがいない華そのため，窯、ζ二いた＞かんらん轡港i体驚滋＞が、ヒけ

るには，烹武轡の熔融あるいは融患の場禽よ1》も．著しく高い温腰翼必襲　二な鵜と考嚢譲ンれ聯。

未分化のマヌトルの完全な／蕎融は申脚iく偽、混，臓すなわち玄武岩の場禽、／轡羅高く，製乾いた》

農7一級慕薫工）



地蟹，調査瞬消報　（笛鍵巻　舗暮獅

かんらん岩よりは低い撮痩で起ご導、

　約欝糠螢の深さの』ろから駈ホ不遠続強羅での脚こ，すで紅ガ撒と長石の大半を失なつ

てし療つたかん㌧ん漕治存雀するという葱記の推定に立戻ると，次のよっな結論を下す必要が

　ω　圧力を低下きせツグでの．げ移陥磁をンくる道具立でが欝G一欝徳鑓程度嫁で到遠し

さえすれば》撒の深さで玄武岩漿は融出す　鑑ちがいない，

　③　献、もこの叢県立てがさら瓢深く，沸常碍、．轟（細，総のな場所瓢まで遠するならぱ

あらゆ蓄．〉岩体が熔融し，それによつて趨塩基性のアルカリ性ツグツが生ずるにちがいない．

　㈹　《乾いた＞かん授ん器／嚢、ζ）熔融が生ずるには，この／、馨が一定鍵）場所で非犠に深いところ

まで遵続しているか（このような想像紅ははダき！）した根拠は獄い），あるいは，難○～憩Ok凱

のところで混度が約濫，謬○○ないしそれ以脚撤こ達す蕎ような等湿練の非常続著しい上昇が必要

である、，

　奮地の趨塩基性熔融体と地向得ご》それとはアルカ膚鷺に著しい差があるので，われわれは自

然舞では爽際に暮ひの灘！の畷グマ1こであゆていることを指摘しておく必要がある．上魏の轍と

痘靴）次汐はうないく分逆説的な結論が下せる1非アルカリ性∫プ）かんらん岩質滋入岩畷グ畷（禰

曲地域賦）かんらん岩帯）は玄武樹質畷グツよ｝は浅いと菰ろで生ずる，、

　．、翫認の考えによつて，一つの理解に苦しむ槻象が説明しやすくなる。普通，地向斜的沈降の

皐期の段階には事火成活勤は趨塩基性芋グ響の上昇にはじま！ゐその後うはんれい巌質ツグツ

にかわり　きいごに花醐轡質になると考えられていゼ．胤の願序は地向斜輪鰻に普通なもの～二

みな審れている．しかしなが1，この順序は説入過程紅ついてだけ一・貫Uていえることである

（それ毒，この種の規鮒監）確立が大体可能な程度において）、もしも，籠髭で火成活勤全般に

ついてみると，塩基性熔岩疑）流出がかんらん岩紅先行することが最も多く，したがつて，玄武

岩ツダツがかんらん燐響グツに先行している胤とが嫁噸、

　かんらん岩質ツグ響の滋入の時期もまちがつて解釈されている乙とが少なくない。蕪．鷺

｝蓋縣ぴ）研究以後しばしぱなされてきたことであ　が，この時期を沈降の開始期と関連づける

べきではない。かんらん轡慧，，とくに大　な深部裂かめ生ずる時期に形成され欝とすゼ）ソビエ

～ト地質学霧の解釈の方がより適切である。…連の櫓曲地域の観察の結果，これはt鐙雛麟の

も　とも激し、い沈降期の終り，主要罐漁作ノ1抑前／こ生ず紅とが多く，その継続時間が割含

に短かい、讐、、ξ底盤と性質を異紅す蕎賛，捻〕。いいかえれば，早期の蝋ビライト麟　（S縄i廊

fb瓢灘熱緯ξ鵜熱、・はこれ、瓢近いもの＞，叢欠除し，ている場禽紅のみ，かん爵ん岩の滋入は最初の

火成ミ鏡象をな博皿ものと考えるべ1きである．もし墨鷲る蝿三域に熟ピヲイトとかんらん岩とがとも

1こ発達しているど鋳Lば，かんらん岩が上位翻蒲　になゐ、、このような順序は次¢）よら観説明

するのがいあばん容易である．すな謬み，蜘憩斜発展の初期段階においては，その中の適構運

動は比較的弱く，じたがつぐ季等費惹姦線の著しい上昇はみをンれないので，深部に遠する断裂が形

成さ勲、た時にのみ響ントルの部分熔融が可能魏なり，でグでが発生す≧ξ遵とになる。それより

澄との段階で，沈降邊度が最大に達するとにれは璽要許羅曲の前，沈降分宋期に生ずる），エ

ネルギー水準、聾高／lるた瀦等源線が一無蔀／指難、、饗、し、、このh昇が充分なものであれぱ夢畷簿多妻鴬い

た＞かんらん轡の熔融とその溢入が灘こ　、

　次のことも摺摘しておく必要がある．アルかタ性の趨塩墓性礎グマは婁おそ鐙く，どのクラ

スの瞬贋とも成分を異／こす護）ものであろ・）、すなわち，このマグ畷はシ夢力が著しく少な鳥

し、かも，アルカ病ことむで，ろ謎，したがザ。）で，石質瞬石と地球のマントル物質どがま》たく

同じもび）であ，㌶嫁思えない。型の異なるあ護）種び）鰻塚勤）成分はにているだ｝で，決して同…

のものではなく，縢石の成分は核、と石質の部分えの分化び）特徴を示すだけで，そ¢）量的な比率

猷灘、　ヂ轍・た」かんむん臣ず：轍・鵜難繊分を決なつたかん追）ん騰を港該

訳滋齢　本文憾はr下賛IPlとなゆているがド、iぎ蛸の、，，、りと考え繍ゼ

娼～＜畿2）



磯率灘ビチ響チ慷1恥マダマの　　1蕊猟度素3よび1羅　凡麟塁・跳1畿の分窟に噂》いて　（天1勘 1．鴛欠良巽軍沢〉

窯でも示しうるものとは考えられない

　次に，地球．上／．おけるアル爵磐生超塩基性マグマとか榎、らん一謝質㌢ダマの分矯哺，こ、れ，らの

分布と地球の構造との間1む考えられる関係の瞬纒を考察してみ，鉛、．

　大洋底のッグ畷の組成に関するデータ紅、塁ミれば，ζ二の地域，二は趨塩基性マダマは少ない徽と

オ解つ灘圏頑）てい恐く、いい＞腿瀦．才疑ま撃　この声艶諺舞の士磁霧乗タ碧螺鯵）貰蕪勤イヒ1こよい二γごは奏ン襲んひん蛙郵蕾べ；漂そ

の下のツγトルをつく葛燐体も全礒的な熔轍1をひん韓、ん，こ生じえないといズ、る。ごこには充分

な深さを有す奮裂かが明ら漆に存在す茎蕪爽は，（マ）地域ではでントルがき！タひ壕ンかれ，っぎ

に藁劇、1魂した鴬ζ繋驚岩〉う羅趨表に鐸義躍）れ、ゼ）こ1と篭．〆糞し、，．ている“｝か・んらバ．雌…1酸（・《攣裟いた》》〉賦．♪／容講虫は

起ζらない，振鳳とは，大洋下》雛，卸地禦、等漏線が大陸の場禽に較べて欝どく低下し』ぐいるた

めう地下1，譜、所に裂かがあザ、）たとしてもマントルの／、覆融温度域にまでには達してい獄いと考え難

、と説明しやすい。，慈らに，造構運勤が不活発なゾ壌・この地／婁讐，タこ，めたか董、濁，等編、線の阿ヒ

昇がさ窯たげられてい愚よ・うなかたちをとつていることをも補足しておく必要があ恐．

　大西洋のセン纏騒ルの岩雛を）くる／三麟響耕／をうけた超た、、慈難騨　（趨塩基性圧響1階）は，

；大筆繋そのも賦）轟纏蛸ξ機．瀬いた》．アん、らλ。蟻拳マダΨのヒダトを二野離！㌘き鷺拳．製漁二ただ一・つの葎1“びあ

矯。、ここでは簿｝籔があま碁1｝1煮小蓮いのと，　この；岩舜三∫がひどく破砕されているノこ1め嵐，墜・の渓環重癒

を1弱覇籏轍経姦定博鼎ることン季シ㌘愚ない　 蔦オ賦ま麟k轟貸竃聯鋸鷺灘欝無葱環　髪なく費　セン〆トポー一ノレの岩灘護

のダンかんらん岩は地海斜のかんらん岩質叢入轡紅近いものと考え筍のがいちぱん蕪当であ

る，、しかし、なが辱摯翼、存するデー携から判1縛江，戸て肇ご．れが確定的なも“とは考えられ、ない、、し、

たがつて，ここでは1藩，）ような滋入を）きおこし，．た地嚢内部の状懲がどのようなもので凌〉つた

かという1驚題に対して解答をこご罫ネる鳳、とができ為だけである，、この滋入岩体は明らかに大

酉洋中央海嶺の最大上昇部に属している。こ乙の申央海嶺は，非常に／事くなつた（おそらく，⑳

～窯駄瓢）玄武岩殻で餐鈴徴づけられている．主として水の下にある烹武轡は大部分，ダンかん

ら議．’岩・にタ吐い湾犬態剃で羊界隻在し取ごいた。，

　かくて，そ愛1）環境は3ある饗鷲鷹，地陶斜的沈降の・早期の，　しかも，そ”の申にかん爵ん、岩騨グ

でが滋入する時期の環境を想起させる、、これらの環境1’ま、紅り深いとごでも類似している菟、の

と予想され欝

　ズ澱鼎義麟舞こ誰鷺いて薫く翼慧岩1殻瞭豊樗藍くな・　ている蓑嚇漸愛に穿　アノレカ掛挫1毯熱菟嚢鐵生藩き・醤蓑か縫縄躍濠し罷轟i婆

は（タヒチ、賠の£○瓢欝無xラ　ホノノレル静蟹）摯を鱒讐響繊に溝也干牌深簿猶ミF》含少滋雛撹）糞’！置を鷹！ぎ二〉舷恐．激うな

環境が生じ．う婆ことを示Lノている、、この濫うな嚢嚇禽にはうたがレ矯透毒、地はないが費煮ンi・ポー

岬麟壁では観熱罪飾ンなため旛齢沙ないた’舜φ噸蹴は充分献〉）菰のダンかん
らん嶽に実際にアルカ磐生超塩基姓潜ンび伴なやてミ　）のを見おとしてい葡～ゴすれ、ば葦舷ント溶

…ルの滋入岩もタ駄チ島の蜘膿μ轄や率ノルル統と類似のもの／なる可能性があ恐（融ント

濯一一ルのダンかんらん岩は／、よん・れい旛質轡体賦二〉超襟蓑叢1生分化物であ嶺か《）しれない鵜と墨、忘れ

て／まならなレ・）、，

　地向斜内の状態紅ついては摯少乱．，前紅ざつ撫検討乱〆た、，その特徴は地懇斜の沈降期頓1まシア

ノレ舞蒼瞭額ヒ1絞霞勺う軸すレ・ため葵薫く欝旗岩・の／餐謝！が蓑蝕凹野携響折で趨籠恐ということであ多　、この縛惑鱒¢）；暁

熱等漏・線はさが参，断蕉の瓢響が及ぶ深さではツントル轡体が全体として熔融写るよ・な温度

て艮よない。さら紅遣構運勤がつよ喪考秦と，等漏、線が著しく漆　、灘速、轍．、ヒ昇し〆，審・三2にすすむと

～㌶いた＞ゆんらん岩憎α熔融をひきお鑑すよう載なる、，こ．れ観よつぐ睾かん爵。ん旛瑚グマが

比較的後期に貫入す鳥という現象の説明が｛寒、この鐵入は（地購斜〉椥大1毒初期の鷺構輪魍

ぱか参ではなく，／》、嫌かにあとの輪廻（琵）沈降蒋蘇、協特徴醜であ罫　縛一鶴ンパのアルプ尊熟地向

斜，二1諾ルジ疑磯諜、1脈のネバダかん心ん岩ヂ万ルにおけるヘルシ’論アンかんらん岩など）。こ

の『種疑）かん勝ん端鱒羅趣鮫li轡厚い地殻べ著し、い変勤と隈翼系しているの薫無　これ藍よつてrみ説明

鱗嚢　審鄭㌧識大霧醐ギ『欝1誰大騒ガドを孤オ撰少るよ肇毒章　鱗盗惑と潔も1　護難幾爵、酷盗藝／　歪慰歳砂『愛ると斗、うτ耳　 雛孤軒）斗、瓢毒 懸璽総脳津る　 鰹

　がある“瀧球裁凝驚瑚メ”ズ麟学なつた太 軽戴鞭籍騨ミ彗ス蕪撚．戴つて1議纏蕊（いる、、

農嚢一一（導三、難〉
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かんらん岩め上昇鑑続いて発生す讐）こξ　騨はんれい燐質岩体の上昇を渉地下深所におけ

る玄武岩質畔グ留二灘雛猛だけ結び㌧！卸ことはとても不欝能なことであ髪）。逆に，遣構運動

が活発化す1た蕊にいプそう響湿線が、／寿し箏したがつてうかんらん岩麟の、髪位続ツグ畷が発

生す易可能性が孟銚』ず　　．さ爵に地向斜岩体のひ蒲続く沈降によつてこれが助長される．そのた

め，深部から㊤玄歎岩質熔融俸の…l　l志と懲一，《寅の根（獅償醒賀継鵜線矯）＞をつくつて

生じた聾蓋勧欝蹴漉な玄武岩質マグ㌣のll、翼が期待憾れる．熔融温度を低下審せ，熱を付加

するガス状物質が，地1憩斜輪廻嚇善展め灘疲に応じて潜性化して，一摺噴よく、1二二昇する罵能性

のあ難こ蕊と築》忘れて嫁な5雑．こ叡　よつズ玄裁岩質の《地向斜の根》がとけはじめ，さら

紅ひきつづいて花簡爆の根む懸融（囎磨ぐ化）がは窺まる／ご翫う篶いない。そのため箏はんれい

潜ツグツのあと紅，乙勲、、酸撰熔融物との混禽物があらわれ，綬後にこの混禽物が支酎的にな

鵜（櫛麟の茎撫欝蒐r簾1麟C（職欝亙繊）。そUて最後甲　等灘線がもつとも轟くあがつた場合

紅，；帽、樋岩の擬の熔融，ガス状溶液の作摺に、鮫るシアルの岩石逆）花絹燐化作用とさらにおそら

く噂ン／ゾゼ）酸性分化物の懲接醜上昇の結渠、、して，一1花醐岩質溢入樹体が生ずる．

　アルカ掛雛、¢）超塩基性轡体は台地1職域はもちろん，古い摺曲地域‘7藍くに深い断裂帯1惹特徴

lliサ　鶏る。こ治，撚ついで瓢のよっ難齢梁／こ特有な火成岩類とし、て玄武岩（ことに含地玄武聡）

をこ賊ダることができ葛・，この地域鴫は逡構懸、勤が不活発で地殻がうすいた鍵，地殻麟体が熔け

出すことはできないので，必然的拠マグツの根源捻簸殻○）下の岩体に求めざるをえない．した

がつて，瀧蕊でも甕た玄識岩漿の融出とツントルの全麟的な熔融が趨こる．後鱗獄比較的甕れ

である。というのはこのような熔融靴対臨す蕎ようン駄澱度がこの断裂の活鋤する範囲内ではま

れであるから．

　われわれの想定轍基づいて，火成活鋤の主要な特性とそ¢）地域窃）遣構的特徴とを一つに象乏

めることがで懸る．われわれ‘オ図式がどの灘魔適当撫ものであるかというこ揺こついては，そ

の地質学醗なヂー舞よ大体明らかに審れている鍵）で，利爾しうる地球物理学的デー虜の点検紅

、美つてはつきりするであろう．

　前述した閣式乾よれ繍，摺曲（地麹斜）地域と造構運動礎）不活発な灘域撫では火成活鋤に詐

常な’）がいのある、とが掬摘で漕る。すなわち，台地・摺曲しおわつた地域窪）主部・大洋底な

どでは，囎グ関の灘生はツγトルの嚢体の熔融（完全あるいは不完全な）によつてのみ擁能で

ある、いいか＿れば，胤記C嬬初源ツグ畷）懸一1三が聞題紅なっているわけである。これ紅反し

で，地聞斜地域では滋構運勤が漁妻塾なたき醸鍍》ン署報く上昇し，また沈降にょつて非？1かに厚い

地1躍鴛ずるが，多数の断裂／、よつて地球外懸　）透過盤が増大するため地下深所から上欝する

轟響ネーシ欝ンが増加し・，再生ツグツ（総慈綴償蹴磁熱試欝撚慕）の形成と非火成源轡蒼のツグ

螺化賦）条件漆　）翫れ屡）。、このことは，慮ちろん，地向余／鍵1域て葺ま初源礎グ響は発生しないとい

・罫黒と凌慧味するも）ではない、、こ）、丈うなツダ噂は蟻下深翫で発生L警いろんな程度轍上昇

し，し／lしば猶生マグ瑚崎　）あう。、しかしなが、），多少とも高位の水準紅発生した熔融体が

大抵の場膏ツグ畷の通路をうばつで，購翼、ヒそれ，重詫）下位に生じた熔融体に対して非透過性の

栓の役割を演ず難。したがウで，等温線の上昇の締巣く浅い＞とこ茎）に生じた熔融体が決定的

な役割を果驚しうるのびあり，したが》　】，こ二の瞬間からこの地斌に穫れよむ深いところに生

じ懸ツグツは蟻実上姿をけす漏とになる。逆に，等混線が下降して，浅駈におけ鵜熔融が止む

やいなや夢深部の畔ダ響薪）上麟絡がひ服1妻るであろう。

　鉱淘でさ疹にいま一つの縄題に簡轍こふれてお乙う。，趨塩基性Ψグ輝は適当な条件のも煮で

魏Lばしば上昇す難く大陸で）が，そ毒量は少ない。L、か』この特質紅ついてはあらか鷲め

説明を要する、趨塩墓性岩体鑓）熔融鐙必要な地下深部での充分な加熱には，つねに特有の条件

が必要なため，広い鐡灘にはその作用は及ば意いと考えられる，，おそらくこれが小癒体（瀬翻

ヱ蕪鋤の熔融の原凶に臆浸、のと考えられる、，しかし》この種の熔融体が大量紅上昇するのを

総…（磁婆）



黛ホ禦ビチ学チ面・マダマの発生深度および磯　漢　慧　室禁ぎの分職につレ・て　（平山次爆訳）

さ薮たげているおもな原麟は，その重趨こある。もしも玄武岩質熔融体が，それ，き轡も重い媒

体中を少なくとも騰ホ不連続礪まで上昇すゼ）とすれば（すなわち｝雛証かび上るうとレてその

運動を非常に容易にす恐とすれば），1驚臨基性熔融体1よそれ肖身のカでは上ダけ鵜ことはでき

ない讐マダツぞ懲雛オ為らのし涛戴難だし靴よつての泳塾そ藩しは舗1し．焦け播辮憩、、　ドマグ畷書謬陰．！の

周辺に生ぐた熔融体だけが搾り出しをうけた、あぐ拙，裂かはでグ礎懲上薯を規禰するしめつけ紅

、試ぱ二）て閉じ、髭う撫㌧ずるでー》ろン。これ本こ窯すして弊湊、裁岩1織輝翠出讐灘、）アイソ熟声謄ッタな＿ヒ講・靱

よつてでグツ灘艦憶閉塞i摩蔭）ど乙ろか，遊靴それが蜜瓢な≧グため一・麟闘グでの分離が擬遜婆蓉

る票それ’撫は別難舞礁の濤流　）講二昇き愚穣蓬．欝滋明す恐根／戴を探誘要一す廓必要瞬　　　う、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　蝋・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤　　　　　　　　轡

　以．ヒ簡単に3つの可能な麟式観ひいてのべたが，そ（翌）うち「かんらん轡図式」が翼在の知識

にてらUて鹸も本漫らし／く愚え念。この図式によ〆（玄斌岩あるいは榴総聾、説紅較べて翼在知

られている地質学および‡憲球薩勿灘髭学約譲欝実をよく灘懇紬～乏．．、き。　しかし／試がら，　嬬の図式も；大曇

な障欝に突当つてい難。すなわち，そのi、1にの麟式が大醗と海洋の醗在の簿質（と◎鳥

この’弼戯鉱域¢ブFの雄騰嚢の縫畢造〉を壌謹．覇ヤなものとみなし多騨、養窒の犬陸レ、耳立、1叢熱　羅盆．が・発生す恐

可醜1性を開らかにし’。試うとし、、なかつた！試に、㌧　U，》も、，菰の図壽北に，諏瓢〉てわれわ浄レオ叢翼響蕪舞1

つている限りの地球の金生存期聞のいろんな型の火成潜鋤や地向斜、・隆熊・、ゾむれ㌶伴なう各種

の趨塩基性岩・脅地玄武岩・酸性．避入岩などの発生を簿　難説甥同／　ことがミ｝泰礁、、しかしな

がら，大陸殻が大洋穀に転化す　ぎ能雛三に関す嶺峯雛題嵐鱒連して，こズ）図㍗を作雛かえ篶〉必要

がある．鉱の。飢うな考えは多く一。地球物理学蒋の反対をうけてい讐）が，地質学的ズ事実瓢よ鷲）

て羅ミすます裏．づ辱　れてい恐、，胤れらご、瞬題は本論の矯外￥こあると轍いん，こ慨続提曝レた麟

式をこれらの地質学約諸概念と唖致させ難こと漆　ζ魯疑藩ミで綜，この図式を無条件に蕊しいと

考えることはできない。しかし，造・構運勤撫火成活勤の性質を地球の最も大ぎい構遣鑑結びつ

けようとす恐にあたつて，凱のヂかんらん轡」溝i式嬬そ綬も妥愚照罫あり，かつ今後の検討に

奮豊するもののように思わ露㌻る窮

　〔訳者後謙〕訳文の内容については地質部疏）一色薩記の検閲を・）けた．
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